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第２３回ひとにやさしいまちづくり講演会 

福岡県ゆとりある住まいづくり協議会 

 

〒８１２－８５７７ 福岡県福岡市博多区東公園７－７ 福岡県建築都市部住宅計画課内 

 

TEL ０９２－６４３－３７３２  FAX ０９２－６４３－３７３７  E-mail sumaikyo-1952@fukuoka.email.ne.jp 

 超高齢社会を迎え、加齢に伴う視機能の低下や白内障、緑内障、網膜症などによ

り、ものが見えにくく社会生活に不便さや困難さを訴えるロービジョン者が益々増え

ると言われており、これらの人々への対応が今後の課題とも言われています。 

 そこで今回は、これらのものが見にくいロービジョン者の見え方の特徴から建築空

間での配慮ポイント、デザインによる解決方法とその事例の紹介やユニバーサルデ

ザインの考え方に基づいたバリアフリー化を行った先進的事例の取組みをご紹介し

ていただきます。 

視環境とユニバーサルデザイン 
        － 超高齢社会における空間づくりを考える － 

詳しくはこちら 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/d11/23kouenn.html 

 鹿島建設株式会社 建築設計本部 

  品質技術管理統括グループ 環境・性能グループ チーフ 

  一級建築士 原 利明 氏  

講 師 

 ホテルレガロ福岡 レガロホールＡ 会 場 

  14時～16時 ／ 開場 13時30分 開 催 時 間 

 無料／定員 150名 (要申込み） 参 加 費 

  平成2１年３月１３日(金) 開 催 日 

  平成2１年３月１２日(木) （定員に達し次第締切） 申 込 期 限 

目   次 
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マンション管理基礎セミナーのお知らせ 

●講演１ 「より良いマンションにするための取組みについて」     13：05～14：25（80分） 

      ①マンションの管理規約は見直されていますか 

      ②マンションのに応じたコミュニティ事例 

      講師：（財）マンション管理センター 

●講演２ 「マンション居住者の高齢化と建物老朽化への備え」    14：40～15：40（60分） 

      ～バリアフリー化と建物長寿命化に向けた取組み方～ 

      講師：（株）醇建築まちづくり研究所 代表取締役 牧 敦司 氏 

●講演３ 「マンション防犯講座」                       15：50～16：20（30分） 

      ～安全・安心に暮らすための防犯知識とポイント～ 

      講師：福岡県警察本部生活安全部生活安全総務課 四ヶ所 利洋 氏 

◆分譲マンションに関するお知らせ◆                    16：20～16：30（10分） 

      「マンション共用部分・リフォームローンの活用について」 

 

日    時：平成21年2月27日（金）  13：００～16：30 

場    所：福岡市健康づくりセンター「あいれふ」10階ホール 

対    象：福岡市及び近郊にお住まいの区分所有者、管理組合役員、マンション管理業者など 

定    員：300名（先着順、定員になり次第締め切ります） 

応募方法：電話・FAX・Eメール又はハガキにて、お名前・住所・電話番号を、複数でお申し込みの場合は、代表者の

お名前と参加人数、住所、電話番号をご記入の上お申し込みください。 

  ※受付後、受講票は送付いたしませんので直接会場にお越しください。 

宛   先： 

福岡市内にお住まいの方 

 

福岡市住宅都市局住宅政策課 宛 

 

 

〒810-8620 

福岡市中央区天神1-8-1 

TEL：０９２-711-4776 

FAX：０９２-733-5589 

Eメール：m-jutaku@city.fukuoka.lg.jp 

福岡市外にお住まいの方 

 

（財）福岡県建築住宅センター 

企画情報部住情報課 宛 

 

〒810-0001 

福岡市中央区天神1-1-1 

TEL：092-781-5169 

FAX：092-715-5230 

Eメール：kikaku@fkjc.or.jp 
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長期優良住宅法の概要 

長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行に向けたスケジュール 

 

 

平成20年12月5日 

  長期優良住宅の普及の促進に関する法律(平成20年法律第87号)公布 
 
平成20年12月27日～平成21年1月25日 

  長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行令案､同法の施行期日を定める政令案､ 同法施行規則案､基

本的な方針案及び認定基準案についてパブリックコメント実施 

 

平成21年2月中旬(予定) 

  長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行令､同施行規則､基本的な方針及び関係告示(認定基準)公布 

 

平成21年6月4日(予定) 

  長期優良住宅の普及の促進に関する法律(平成20年法律第87号)施行 



●長期優良住宅の普及の促進に関する法律
長期にわた甘良好な状態で使用するための措置がその構造及び設備について講じられた債

良な住宅の普及を促進するため,国立交通大臣が策定する基本方針について定めるとともに､
所管行政庁による長期優良性宅建築等計画の認定制度及び当該認定.に係る住宅の性能の

長期優良住宅の普及.a)促進に関す高麗束的な方針
･長期優良性宙 の普及由促進の意義
i施蔑.の基本的事項
･その他重嚢事項 等

国 ､地 方 公 共 団 体 _､事 業 者 の 奔 力 義 務
(財政土及び金融よの指直､.知識の̀普及及び情報の提供､人材養成､木材使用に関する伝統蔑術を含む研東開発 噂)

長斯唐島住宅の建集･維持保全

をしようとする者

岬輝'tl性弔慨嘆､j
壷苛の傭鹿渡蹄

保存

住宅の所有者等
による認定鱒の

香鰐､定期点検

敵走基準
0.-定以上5)性電■由性能
(耐久性､耐監性､可密性､維持保全の容易性等)

0良好な唇住環境へ中野席

建築･維持保全に関する計画の認定 新帝行政庁
帰町村長畏曝蔀遭声牡和事)

f登録免許税.不動産取港税､

･超長期蛙宅先導的モデル草葉仲 成20年度予算:130億円)
･遠島楓住宅ロ･-i/(償還期間35庫･-･58年)の供給玉堤

定 期 点 検 と必 要 な 補 修 ･交換 等

巨住宅融 酎善報の塵備

川平鹿20年産予算■≡ 必要となる廟由か也身性電供給公社も行え二笥由 庵置 L'
:4価円). 庵 榛保由こ関するエ垂に盛連な東金血貸付riFこ蘇る爵齢者

居住真澄センタ-による債務ぬ保証

碁 ･.認定住宅r=慮る1D年超の覇庇埴保牒 ≡

既存住宅の疎通促進 田 講述酔偲拳
I.住宅陛歴蕃暫時用

潤 存直毛,0滴 塩躯体等叫豊能評価の博脚(契約みなし)曙 従来は新築のpGn'儒保険(最晩年艶要件を緩和)串 i弼拝の語.-住宅の売買[=関ず竜碍兎
i弼拝の語.-住宅の売買[=関ず竜碍兎

長期陶にわたって使用可能な良質な住宅ス帖 タの形成

0施行日:公布の日から6ケ月以内



住宅口-ン減税制度の延長及び拡充等

藍宅日-ン減頼

現行制度IX-I

Fo･控博対象借入限度籍

2.000万円
0控除期間
70年と15∃
0控除率

I10年の塙合･

1-6年目 1%

7-10年目 0_5%
･柑年の墳合
ト10年E1 0,鍋

1ト15年目 0,と柑

○最大控除痘

160万円
栄1平成20年入居の場合

の適用期限を5年延長するとともに､次の通り拡≡

一 散 ~面 壁 宅

居住年 捜除対象借入限度憩 控除期間 控除率 最大控除額

平壌21年 5,0001万円 10年間 1.0% 500.万円
平成22年 :5,00.0万円 ~500万円
平成23年 4,000万円 400万Fl
平成24年 .3,00_0万円 300万円
i平成2_5年 2,000万円 200万円

最 期 優 良 住 宅禦

平成22年 5.DOO万円 600万_円

平成23年 5,000万円 600万円_
平成24年 4.000万円 1,0% 400万円

繋2盛期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する恩走長期優良住宅をいう.

<色人住民税>

0所得税から控除しきれない笹を､個人住民税から控除(当該年

分の所得税の課税総所得金額等の額に5%を乗じて得た額(最
高9.75万円)を限度)

良寛な住宅への投資を促進す

るための緊急措置の創設等

【長期優良住宅の建設促進】

(所得税)

居住者が､農期優良住宅の普及

の促進に関する法律に規定する認

定長期優良住宅の新築等をして､居

住の用に供した場合には､標準的な

かかり増し費用(土限:1000万円)

の10%相当額を､その年分の所得

税額から控除(当該控除をしてもな

お控除Lきれない金額がある場合に

は､翌年分の所得税額から控除｡)

する｡



平成2'0年度 毒.ヽ′J罪̀制改亘の概要(長期優卑畢宅関連税制)

持続可能な社会の実現を目指し､良質な住宅を長く大切に使うことによる地球環境への負荷の低減を図る

とともに,建替えコストの削減による国民の住宅負担の軽減を図るため､一定の基準に適合する認定を受

けた長期優良住宅について､以下の特例措置を講ずる｡

一 般 住 宅 長期優良住宅

畳偉免許税税 率を-般住 宅特例より引下げl ① 保存重言己 1.5/1000 l ① 1.0/1000

(塾移転登記 3_Oj1000 @ 1.0/1000
③抵当権設定登記 1,0日000 ③ 1.011000

不動産取得税琴税標準からの控除額を一般住宅特例より増壊 1200万円控除 1300万円控除

固定資産税新築住宅に係る減額措置の適用期間盲-般住宅より延長 【戸建】 l【戸建】 .



性能項目等 ; 性能項目等

劣低対策 ･0数世代にわた.LJ住宅の構造躯体が使用できることD

耐農性 0極めて稀に発生する地震に対し､催横利用のための改修.の容易化を図る

碓持管理.更 0構造躯体に比べて耐用年数が短い内装.設備について､維持管理昌博掃中
新の容易性 点検.,補修)i.更新を容易に行うため.に必要な措置が談じられていること○

訊じられている這とo

バリアプリ.-性 0将来のバリアプリ-改修に対応できるよう共用廊下等に必要なスベ-スが
確保されていること.

省エネルギー性 0断熱性能等の省王ネルギ-性能が確保されていること.

居住頚境 0良好な景観の形成その他の地矧 ≡おける居住環境の維持及び向土に配

慮されたものであることp

維持保全の方 0建築時から将来を見据えて､定期的な点検等に関する計画が茸
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福岡県の12月の着工統計は、総新設住宅戸数は3,405戸、前年

度比-3.8％と前年度同月戸数を下回りました。                         

利用関係別では、持ち家系（持家と分譲住宅を足したもの）は

1,590戸、前年度比で+3.7％、一方で貸家系（貸家と給与住宅を足し

たもの）は1,815戸、前年度比で-9.6％となっています。 

また、全国の統計では、総新設住宅戸数は82,197戸、前年度比

で-5.8％で前年度同月戸数を下回りました。 

持ち家系では43,301戸、前年計比で-7.4％、貸家系で38,896戸、

前年計比-3.9％といずれも減少となっています。                                              

 

１２月の新設着工戸数 
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